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4月～GWにかけての病害虫防除のポイント 春の気温上昇とともに、病害虫の発生が本格化する時期を迎えます。4月からGWにかけては発生初
期にあたり、この時期の対応がその後の被害程度に大きく影響します。香川県の発生予察情報においても、注意すべき動きが見られています。
「果樹カメムシ類の飛来」 暖冬の影響により越冬個体の生存率が高く、果樹カメムシ類の発生増加や飛
来時期の早まりが懸念されています。カンキツやナシ、モモなどで吸汁被害による落果や品質低下につな
がるため、注意が必要です。カメムシ類は飛来後の対応では被害を防ぎにくいため、飛来初期の把握と早
めの対応が重要です。予察情報や園地での発生状況を確認し、防除のタイミングを逃さないようにしまし
ょう。
「アブラムシ類」 気温上昇とともに増殖しやすく、ウイルス病の媒介源となることがあります。特にレタス
やキャベツ・ブロッコリーなどのアブラナ科野菜、タマネギ、施設ではイチゴやキュウリなどで注意が必要
です。発生初期は見落としやすいため、こまめな観察と早期対応が重要です。
「べと病・うどんこ病」 朝晩の気温差や降雨により、露地野菜や施設作物で発生しやすくなります。特にレタスやタマネギのべと病、キュウリやイチゴのう
どんこ病などに注意が必要です。施設では換気や湿度管理とあわせた予防的な対応が重要です。また、アブラナ科野菜ではべと病や黒すす病の発生にも
注意が必要です。
「初期防除と計画的な対応」 病害虫は発生初期に適切な防除を行うことで、
その後の被害拡大を抑えることができます。また、薬剤の使用にあたっては、
作用性の異なる薬剤を組み合わせるなど、基本的な防除体系を意識するこ
とが重要です。
※系統はメーカー公表情報等に基づいています。
※薬剤の使用にあたっては、各作物の登録内容および使用基準をご確認く
ださい。
※発生動向は香川県病害虫防除所の情報を参考にしています。
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※本サービスは作業請負であり、効果を保証するものではございません。
※使用薬剤は無人航空機で登録のある薬剤から選択します。
※航空法による規制、圃場条件等によりお受けできない場合もあります。

柑橘園の殺虫／殺菌剤散布

ﾌﾞﾛｯｺﾘｰの殺虫剤散布ハウスの遮光剤散布

実績のある作物・病害虫）
・水稲本田防除・除草剤散布
・麦の赤かび病防除
・大豆の殺虫・殺菌防除
・ハウスの遮光剤散布
・肥料散布
・柑橘園の防除（殺虫・殺菌）
・露地野菜の殺虫・殺菌防除
 （ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ, ｷｬﾍﾞﾂ, ｽｲｰﾄｺｰﾝ他）

ドローン請負防除 当社では生産者の方々を防除作業という重労働を減
らすためにドローンを使った散布代行業務の対象領域を年々広げています。
対象作物や対象の病害虫、料金等については当社にご相談ください。
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日産化学 農業応援Tubeに当社従業員が登場

適用拡大 かんきつ, オリーブの無人航空機散布

適用拡大 オリーブ 炭そ病
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ブロッコリー
黒すす病
登録拡大
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喜多社長のフィロソフィ日記「農業の生産性向上に寄与する」 当社は3月決算、4月から新しい一年がスタートする。78期の経営方針を策定する
中で、改めて日本の農業を取り巻く環境を整理した。まず、基幹的農業従事者数の推移についてである。これまでも、2020年から2040年の20年間で約
1/4に減少すると言われてきた。しかし今回改めて整理すると、その変化は想像以上に急激だった。正直なところ、愕然とした。特に2025年から2030年
のわずか5年間で、102万人から60万人へと約40％減少する見込みである点だ。
これは将来の話ではない。すぐ目の前で起こる変化だ。さらに言えば、2030年には約1.9倍、2040年
には約3.8倍の生産性向上が求められる。この数値通りになるかは別としても、大幅な生産性向上が
不可欠である本質は変わらない。担い手は減り、一人あたりの役割は飛躍的に大きくなる。農業の構
造そのものが変わる時代に入っている。今後は農地の集約が進み、経営は法人主体へ移行する。農
業は「作る産業」だけでなく、「支える産業」と一体で成り立つ時代になる。
こうした環境変化の中で、私たちの役割も変わってきている。これまでのように農薬や肥料、資材の販
売を通じた価値提供だけでは十分ではない。生産性向上につながる価値提供ができてこそ、存在意
義があるのではないか。これまで私たちは、農薬や肥料・資材の販売や農薬散布などの作業において、
受注・売上・利益や作業実施そのものを成果として評価してきた。営利団体である以上、それ自体は
当然のことである。しかし、それだけでは十分ではない。それが農業現場の生産性向上にどれだけ寄
与したのかまで踏み込んで初めて価値がある。節水型乾田直播きなどの取り組みが広がり、一部の生
産者はすでにこの変化を前提に動いている。その一方で、自分たちはどうか。同じ危機感で向き合えて
いるか。まだ足りていないと感じている。自分自身の不足が、組織にも表れているのかもしれない。
当社は「日本の農業を元気にする」という思いを掲げている。その実現のために私たちは何をすべきか
。“寄与”とは何か。単なる提案ではない。現場に“変化”を生み出すことだ。収量・品質向上、リスク低減
、作業やコストの最適化。これらにつながってこそ価値がある。では、自分たちの提案や行動は、そこに
踏み込めているだろうか。「五方よし」「自利利他」の考え方からしても、顧客や地域への価値が巡り巡
って自社に返ってくる。だからこそ、自分たち自身が高い生産性を実現し続ける必要がある。この現実
を使命として受け止め、78期は“変化を生み出す提案と行動”にこだわっていきたい。

葉から吸収できる腐植酸
葉面散布剤ギアアップも

新発売

”ブレイキン効果※”による、
抵抗性害虫への優れた効果。
即効的な吸汁阻害によるウイルス媒介抑制。
有益昆虫に影響が少ない事が確認されており、
IPM（総合的病害虫管理）に有効。
※エフィコン®SLの有効成分アクサリオン®が害虫の弦音器官を
　沈黙させ、速やかに吸汁や定位といった行動を阻害する効果。
　結果として、害虫が植物から落下するといった症状を引き起こす。


